
 134. 
地下水調査
 4.1 
調査対象
 
地下水位・電気伝導率連続観測は「産業廃棄物不法投棄現場汚染状況調査業務」において、設置された観測井戸
BW-01
、
BW-02
を対象とした。調査位置図を図
 4.1
に示す。
                               
図
 4.1 
地下水位・電気伝導率調査位置図
  4.2 
水質調査結果
  
不法投棄現場内の地下水水質を把握するため、水質調査を行った。
  1) 
調査実施日
 
水質調査を
3
回実施した。調査の実施日を表
 4.1
に示す。
  
表
 4.1 
地下水水質調査実施日
 1
回目：平成
16
年
10
月
4
日
 2
回目：平成
16
年
12
月
9
日
 3
回目：平成
17
年
2
月
9
日
  2) 
採水方法
  
観測井戸での採水は、水中ポンプを用いて実施した。採水は孔内の水を濁りがなくなり、水温、
EC
が安定するまで十分に揚水したのちに実施した。またコンタミを防ぐため、地点ごとに水中ポンプおよびホースを交換し採水を行った。
 
採水深度は、
BW-01
が
GL-10m
付近、
BW-02
が約
GL-7m
付近とした。
 
各地点の井戸構造図を図
 4.2
、図
 4.3
に示す。
  3) 
分析方法
 
分析項目および分析方法を表
 4.2
に示す。
  
表
 4.2 
分析項目及び分析方法
 BW-01 BW-02 BW-01 BW-02 
項目分析方法項目分析方法
1
カドミウム
JISK0102
（以下規格という）
55.27
水素イオン濃度規格
12.12
シアン規格
38.1.2
後
 
規格
38.328ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）下水
 2.2.403
鉛規格
54.229ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）下水
 2.2.404
六価クロム規格
65.2.130
フェノール規格
28.1.1
後
 
規格
28.1.25
砒素規格
61.231
銅規格
52.26
総水銀環境庁告示
59
号
 
付表
 132
亜鉛規格
53.17
アルキル水銀環境庁告示
59
号
 
付表
 233
溶解性鉄規格
57.28
ポリ塩化ビフェニル環境庁告示
59
号
 
付表
 334
溶解性マンガン規格
56.29
ジクロロメタン
JIS K0125 5.235
電気伝導率規格
1310
四塩化炭素
JIS K0125 5.236
塩化物イオン規格
35.3111,2-
ジクロロエタン
JIS K0125 5.237
溶存酸素規格
32.1121,1-
ジクロロエチレン
JIS K0125 5.238
酸化還元電位
ORP
電極法
13
シス
-1,2-
ジクロロエチレン
JIS K0125 5.239
重炭酸イオン衛生試験法
4.2.5.3)(3)141,1,1-
トリクロロエタン
JIS K0125 5.240
硫酸イオン規格
41.3151,1,2-
トリクロロエタン
JIS K0125 5.241
ナトリウムイオン河川水試
39.316
トリクロロエチレン
JIS K0125 5.242
カリウムイオン河川水試
40.317
テトラクロロエチレン
JIS K0125 5.243
カルシウムイオン河川水試
41.3181,3-
ジクロロプロペン
JIS K0125 5.244
マグネシウムイオン河川水試
42.319
チウラム環境庁告示
59
号
 
付表
 445
亜硝酸イオン規格
43.1.120
シマジン環境庁告示
59
号
 
付表
 5 
第
146
硝酸イオン規格
43.2.521
チオベンカルブ環境庁告示
59
号
 
付表
 5 
第
147
ダイオキシン類
JIS K0312(1999)22
ベンゼン
JIS K0125 5.2
＊溶存酸素は
2
月
9
日採水より、項目として追加した。
23
セレン規格
67.224
硝酸性および亜硝酸性窒素
NO3-N 
は規格
43.2.5NO2-N 
は規格
43.1.125
フッ素環境庁告示
59
号
 
付表
 6
、規格
34.126
ホウ素規格
47.3



 14 4) 
調査結果
  
分析結果を、表
 4.3
に示す。
  
表
 4.3 
地下水水質分析結果一覧
    5) 
判定基準
 
①
 
健康項目
 
「地下水の水質汚濁に係る環境基準」に基づき評価を行う。
  
②
 
ダイオキシン類
 
「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染に係る環境基準」に基づき評価を行う。
  6) 
評価
 
①健康項目
 BW-01
、
BW-02
ともにすべての項目について判定基準に適合する結果となった。しかし
BW-01
において鉛、および砒素が検出され、
BW-02
では鉛が検出された。定量下限値を超えて確認された項目を表
 4.4
に示す。
  
表
 4.4 
定量下限値を超えた健康項目
  
②ダイオキシン類
  
判定基準に適合する結果となった。
  
③その他の項目
  BW-01
において、溶解性鉄、および溶解性マンガンが、
BW-02
と比較し高い値で検出された。
  7) 
場外モニタリングおよび市内地下水データとの比較
(
平成
15
年度岐阜市環境白書から
)  
場外モニタリング調査において実施された地下水調査を表
 4.5
に示す。また、平成
14
年度概況調査結果
(
岐阜市環境白書
)
から岐阜市内の地下水水質データを抜粋したものを表
 4.6
示す。場外モニタリング井戸の電気伝導率は
7.6
～
18mS/m
、岐阜市内の地下水の電気伝導率は
3.2
～
24mS/m
、場外モニタリング井戸、岐阜市内の地下水とも鉛、ほう素は定量下限値未満、砒素、ふっ素についてもほとんどが定量下限値未満である。
  
場内の地下水は、場外および岐阜市内の一般的な地下水と比較して、電気伝導率が高く廃棄物からの影響を受けているものと考えられる。また、鉛・砒素・ほう素が検出されていることについても、今後監視していく必要があると思われる。
 
判定基準定量下限値単位採取日
--10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
-
鉛
0.010.0050.005
未満
0.0090.005
未満
0.0070.0060.005
未満
mg/l
砒素
0.010.0050.0070.0100.0060.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
mg/l
硝酸性および亜硝酸性窒素
10-0.1
未満
0.2
未満
0.1
未満
1.82.01.4mg/l
フッ素
0.80.050.05
未満
0.05
未満
0.090.090.05
未満
0.05
未満
mg/l
ホウ素
10.050.170.250.130.520.730.37mg/lBW-01BW-02
判定基準定量下限値単位採取日
--10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
-
時刻
--11:0014:189:2012:0015:0010:37-
水温
--17.415.717.820.717.818.0
℃気温
--25.510.210.024.610.411.5
℃透視度
--50
以上
3350
以上
50
以上
3250
以上度カドミウム
0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
mg/l
シアン検出されないこと
0.1
不検出不検出不検出不検出不検出不検出
mg/l
鉛
0.010.0050.005
未満
0.0090.005
未満
0.0070.0060.005
未満
mg/l
六価クロム
0.050.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
mg/l
砒素
0.010.0050.0070.0100.0060.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
mg/l
総水銀
0.00050.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l±Ù·Ù
水銀検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出不検出不検出
mg/l
ポリ塩化ビフェニル検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出不検出不検出
mg/l
ジクロロメタン
0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l
四塩化炭素
0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
mg/l1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÀÝ0.0040.00040.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
mg/l1,1-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l¼½-1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.040.0040.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
mg/l1,1,1-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝ10.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l1,1,2-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝ0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
mg/lÄØ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.030.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/lÃÄ×¸ÛÛ´ÁÚÝ0.010.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l1,3-¼Þ¸ÛÛÌßÛÍßÝ0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
mg/l
チウラム
0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
mg/l
シマジン
0.0030.00030.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
mg/l
チオベンカルブ
0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l
ベンゼン
0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
mg/l
セレン
0.010.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l
硝酸性および亜硝酸性窒素
10-0.1
未満
0.2
未満
0.1
未満
1.82.01.4mg/l
フッ素
0.80.050.05
未満
0.05
未満
0.090.090.05
未満
0.05
未満
mg/l
ホウ素
10.050.170.250.130.520.730.37mg/l
水素イオン濃度
-0.16.5/22.56.6/16.16.6/13.76.7/22.26.9/16.07.0/14.1 /
℃
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/lÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/l
フェノール
-0.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
mg/l
銅
-0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.010.01
未満
mg/l
亜鉛
-0.010.01
未満
0.060.01
未満
0.01
未満
0.010.01
未満
mg/l
溶解性鉄
-0.010.671.31.50.020.180.07mg/l
溶解性マンガン
-0.011211130.210.140.10mg/l
電気伝導率
-0.1120110120150120120mS/m
塩化物イオン
-0.2707080756176mg/l
溶存酸素
-0.5--3.8--5.5mg/l
酸化還元電位
--9-1218011072180mV
重炭酸イオン
-1560520590330280230mg/l
硫酸イオン
-0.2758582480350360mg/l
ナトリウムイオン
-0.1373741888183mg/l
カリウムイオン
-0.17.18.48.6262422mg/l
カルシウムイオン
-0.1160160170220170160mg/l
マグネシウムイオン
-0.1313033191414mg/l
亜硝酸イオン
-0.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
mg/l
硝酸イオン
--0.3
未満
0.90.3
未満
7.98.86.2mg/l*
不検出は、定量下限値未満であったことを示す。
*
判定基準：地下水の水質汚濁に係る環境基準＜ダイオキシン類分析結果＞判定基準単位採取日
-10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
-
時刻
-11:0014:18
～
14:309:20
～
10:1012:0015:00
～
15:3010:37
～
11:10-
水温
-17.415.717.820.717.818.0
℃気温
-25.510.210.024.610.411.5
℃透視度
-50
以上
3350
以上
50
以上
3250
以上度毒性等量
10.0630.160.0640.0640.670.090pgTEQ/l
＊判定基準：ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染に係る環境基準
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表
 4.5 
場外地下水モニタリング調査
(
電気伝導率・鉛・砒素等を抜粋
)       *
平成
16
年
12
月実施された調査データを記載
 
表
 4.6 
岐阜市の地下水
(
電気伝導率・鉛・砒素等を抜粋
)                             4.3 
地下水位および電気伝導率観測
  
不法投棄現場内における地下水の状況把握のため、地下水位観測と電気伝導率観測を行った。
  1) 
地下水位
 
観測井戸内に自記水位計を設置し、
1
時間間隔で水位観測を行った。自記水位計の仕様を表
 4.7
に示す。
 
観測期間は平成
16
年
10
月
1
日から平成
17
年
3
月
18
日までとした。
(BW-01
：平成
17
年
1
月
24
日～
2
月
9
日の間、
BW-02
：平成
17
年
2
月
3
日～
2
月
9
日の間、それぞれ内部電池切れのため欠測となった
) 
観測データについては「産業廃棄物不法投棄現場汚染状況調査業務」で実施されたデータとあわせて取りまとめた。
 
表
 4.7 
自記水位計の仕様
 
型式
 MiniTROLL(In-Situ Inc) 
測定方式
 
積分式シリコンゲージ圧力センサー
 
精度
 11m
（
103.4K
ｐａ）
 0.2
％ＦＳ
 
温度補正
 -5
℃～
50
℃
 
大気圧補正
 
通気ケーブルによる
  2) 
電気伝導率および水温
 
観測井戸内に自記電気伝導率・水温計を設置し、
1
時間間隔で観測を行った。自記電気伝導率・水温計の仕様を表
 4.8
に示す。
 
観測期間は平成
16
年
10
月
12
日から平成
17
年
3
月
18
日までとした。
(BW-01
：平成
16
年
10
月
18
日～
10
月
21
日の間、平成
16
年
11
月
5
日～
11
月
16
日の間、内部電池切れのため欠測となった。
BW-02
：平成
17
年
1
月
7
日～
2
月
4
日の間、データ回収エラーのため欠測となった
)  
表
 4.8 
自記電気伝導率・水温計の仕様
 
形式
 
東亜ディーケーケー㈱製
 WMS-24
標準センサーモジュール
 
防水構造
 
耐圧
1.0MPa 
防水
 
測定項目
 
表示範囲
 
繰返し性
 
測定方式
 
電気伝導率
 0.00
～
10.00S/m 
±
1%FS 
交流
4
電極方式
  
レンジ：
0.0
～
100.0mS/m
、
0.000
～
1.000S/m
、
 0.00
～
10.00S/m
、オートレンジ
 
温度
 -5.00
～
55.00
℃
 
±
0.25
℃
 
白金薄膜抵抗体
 
各センサーを設置した井戸構造図を図
 4.2
、図
 4.3
に示す。
   
メッシュ
 
場所
 
電気伝導率
 (mS/m) 
鉛
 (mg/L) 
砒素
 (mg/L) 
硝酸性窒素
 (mg/L) 
ほう素
 (mg/L) 
ふっ素
 (mg/L) 
－
 GW-01 18 0.005
未満
 0.005
未満
 2.2 0.03 0.1
未満
 
－
 GW-02 11 0.005
未満
 0.005
未満
 0.1
未満
 0.02
未満
 0.1
未満
 
－
 GW-03 11 0.005
未満
 0.005
未満
 2.7 0.02 0.1
未満
 
－
 GW-04 7.6 0.005
未満
 0.005
未満
 3.7 0.02
未満
 0.1
未満
 
メッシュ
 
場所
 
電気伝導率
 (mS/m) 
鉛
 (mg/L) 
砒素
 (mg/L) 
硝酸性窒素
 (mg/L) 
ほう素
 (mg/L) 
ふっ素
 (mg/L) D5-2-1 
東鶉
 24 0.005
未満
 0.005
未満
 0.6 0.02
未満
 0.1
未満
 D4-4-3 
西河渡
 19 0.005
未満
 0.005
未満
 1.9 0.02
未満
 0.1
未満
 D5-2-2 
菅生
 12 0.005
未満
 0.005
未満
 0.9 0.02
未満
 0.1
未満
 D5-4 
則松
 17 0.005
未満
 0.007 0.01
未満
 0.02
未満
 0.1 E4-3-3 
祈年町
 13 0.005
未満
 0.005
未満
 0.9 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-1-3 
南蟬
 10 0.005
未満
 0.005
未満
 1.3 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-2-2 
岩滝東
 14 0.005
未満
 0.005
未満
 0.01
未満
 0.02
未満
 0.2 E5-3-2 
岩崎
 10 0.005
未満
 0.005
未満
 0.4 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-3-3 
粟野西
 17 0.005
未満
 0.005
未満
 1.9 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-3-1 
太郎丸新屋敷
 15 0.005
未満
 0.005
未満
 1.3 0.02
未満
 0.1
未満
 E6-2 
山県岩西
 5.8 0.005
未満
 0.005
未満
 0.9 0.02
未満
 0.1
未満
 D5-2-1 
曽我屋
 19 0.005
未満
 0.005
未満
 1.8 0.02
未満
 0.1
未満
 E4-3-4 
細畑
 16 0.005
未満
 0.005
未満
 1.1 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-3-1 
岩崎
 17 0.005
未満
 0.005
未満
 1.3 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-1-1 
津島町
 8.2 0.005
未満
 0.005
未満
 0.6 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-2-1 
日野南
 3.2 0.005
未満
 0.005
未満
 0.2 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-2-4 
芥見大船
 3.4 0.005
未満
 0.005
未満
 0.01
未満
 0.02
未満
 0.1
未満
 E5-4-1 
溝口中
 17 0.005
未満
 0.005
未満
 0.8 0.02
未満
 0.1
未満
 D4-4-4 
清本町
 9.0 0.005
未満
 0.005
未満
 0.6 0.02
未満
 0.1
未満
 D4-4-1 
次木
 15 0.005
未満
 0.005
未満
 0.4 0.02
未満
 0.1
未満
 D6-2 
外山
 7.7 0.005
未満
 0.005
未満
 1.1 0.02
未満
 0.1
未満
 
不法投棄現場



 16  
図
 4.2 
井戸構造図
(BW-01)                                        
図
 4.3 
井戸構造図
(BW-02) 123456789101112131415
埋土・シルト混じり砂礫シルト質砂礫砂岩
  56.49  51.09  47.29  6.80 12.20 16.00  6.80  5.40  3.80
暗褐灰褐灰～暗灰φ
5
～
20
㎜の亜角
¥
亜円礫主体
 
マトリックスはシルト混じり砂
 
（その他の混在物）
         
陶磁器片，木片
             
コンクリート片
             
φ
5
～
30
㎜程の亜角礫主体
    
φ
70
㎜程を混在
             
マトリックスはシルト質細砂
 
含水中～大位
               
孔壁の崩壊性有り
           
打撃サンプラ
-
にてコア採取
  
一部
,
礫により押し逃す
      
亀裂著しく発達
             
コアは礫状主体
             15.30
ｍまでのコア流失が著しい以下、短柱状コアみられる
   12.20
～
15.30
ｍ，Ｄ～ＣＬ相当
15.30
～
16.00
ｍ，ＣＭ相当
   6.907.906.07.0
現場透水
k=3.03E-04cm/sec
現場透水
k=3.03E-04cm/sec
標尺ｍ標高ｍ層厚ｍ深度ｍ柱状図土質区分色調相対密度相対稠度記事孔内水位／測定月日土砂充塡
             
（φ
2
～
4
㎜）
          
砂利充塡
          
（止水）
              
底蓋
                 
有孔管
                 
セメントミルク
                 
ナイスシール
              
観測管
VP65
充塡
                13.40 12.30  3.00  4.50
深度ｍ
4.00.E-04cm/sec2.00
流流速
108
°，向（）
12.80.E-04cm/sec8.00
流流速
109
°，向（）
11.42
水位センサー
                12.00
水質センサー
                
原位置試験及び結果深度ｍ試験名採水箇所：水位
GL-
約
7m 
埋土・砂礫コンクートくず埋土・砂礫木くず埋土・砂礫コンクリートくず埋土・砂礫コンクリートくずシルトシルト混じり砂礫
12345678910111213
砂岩
  61.14  60.29  59.79  58.64  57.19  56.69  56.24  54.94  53.34  51.64  48.44  1.30  2.15  2.65  3.80  5.25  5.75  6.20  7.50  9.10 10.80 14.00  1.30  0.85  0.50  1.15  1.45  0.50  0.45  1.30  1.60  1.70  3.20
褐灰白灰暗褐灰暗黒灰暗褐白灰暗褐灰白灰暗褐灰黄褐褐灰～灰φ
10
～
30
㎜程の角礫主体
     
マトリックスはシルト混じり砂
1.00
～
1.30
ｍに鉄筋混在
     
土砂混じり
                 
φ
10
～
30
㎜程の角礫主体
     
マトリックスは細砂
         (
その他の混在物）
          
鉄パイプ
,
塩ビ管
,
陶磁器片
   
φ
10
～
30
㎜程の角礫主体
     
マトリックスは細砂～シルト混じり砂
                   
土砂混じり
                 
（その他の混合物）
         
アスファルトがら
           7.30
～
7.50
ｍ間
,
シルト混じり
7.50
～
8.00
ｍに釘・鉄筋を混在粘性強
                     
孔壁の押し出しあり
         
φ
5
～
30
㎜程の角・亜角礫主体推定φ
450
㎜程の玉石混在
    
（コア長
15cm
×
3
倍推定）
    
マトリクスは、シルト混じり砂亀裂発達
                   
コアは礫状～片状に採取
     12.00
ｍ以下、短柱状コアあり亀裂間に粘土状風化みられる
 10.80
～
12.00
ｍ，Ｄ～ＣＬ相当
12.00
～
14.00
ｍ，ＣＬ～ＣＭ相当
 10.289.3510.359.3510.35
現場透水
k=6.92E-03cmsec
現場透水
k=1.20E-04cm/sec
原位置試験及び結果標尺ｍ標高ｍ層厚ｍ深度ｍ柱状図土質区分色調相対密度相対稠度記事孔内水位／測定月日深度ｍ試験名観測管
VP65
ナイスシール
              
セメントミルク
                 
有孔管
                  12.00  8.95
充塡
               
底蓋
                  10.90  8.00
ベントナイト
                
（止水）
              
（止水）
              
砂利充塡
          
（φ
2
～
4
㎜）
          
土砂充塡
             
深度ｍ
10.50
流流速
319
°，向（）水位センサー
                 10.90
水質センサー
                
採水箇所：水位
GL-
約
10m 
コンクリートくず



 17 3) 
観測結果
 
①水位
 
ＢＷ
-01
、ＢＷ
-02
の観測結果を以下に示す
(
観測記録は資料編に添付する
)
。
  
表
 4.9 
観測結果の総括
(BW-01) BW-01 
水位
(m) 
最高値
 52.71 
最小値
 52.06 
平均値
 52.18  
表
 4.10 
観測結果の総括
(BW-02) BW-02 
水位
(m) 
最高値
 57.50 
最小値
 56.67 
平均値
 57.11   
降雨量と水位変動の関係を図
 3.4
および図
 4.5
に示す。ＢＷ
-01
とＢＷ
-02
を比較すると、ＢＷ
-02
の変動が大きく、降雨による水位上昇が鋭敏に現れている。
  *
ＢＷ
-01
：
6/28
から水位が一時的に上昇したのは、擁壁崩壊の原因である「雨水が排水路の閉塞により地表面に流出した」ことが要因であると考えられる。
 *
雨量データ「平成
16
年
5
月
7
日～平成
16
年
10
月
7
日：山県市平井気象観測局データ
       
「平成
16
年
10
月
8
日以降：現場雨量計による」
              010203040502004/5/72004/5/152004/5/232004/5/312004/6/72004/6/152004/6/232004/7/12004/7/92004/7/172004/7/242004/8/12004/8/92004/8/172004/8/252004/9/22004/9/92004/9/172004/9/252004/10/32004/10/112004/10/192004/10/262004/11/32004/11/112004/
11/192004/11/272004/12/52004/12/122004/12/202004/12/282005/1/52005/1/132005/1/212005/1/282005/2/52005/2/132005/2/212005/3/12005/3/92005/3/162005/3/24
時間雨量
(mm/
時
)50.0050.5051.0051.5052.0052.5053.00
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m)
図
 4.4 
雨量と水位変動
(BW-01) 010203040502004/5/72004/5/152004/5/232004/5/302004/6/72004/6/152004/6/232004/7/12004/7/82004/7/162004/7/242004/8/12004/8/92004/8/162004/8/242004/9/12004/9/92004/9/172004/9/242004/10/22004/10/102004/10/182004/10/252004/11/2
2004/11/102004/11/182004/11/262004/12/32004/12/112004/12/192004/12/272005/1/42005/1/112005/1/192005/1/272005/2/42005/2/122005/2/192005/2/272005/3/72005/3/152005/3/232005/3/30
時間雨量
(mm/
時
)55.0055.5056.0056.5057.0057.5058.00
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m) 
図
 4.5 
雨量と水位変動
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②降雨時の変動傾向
 
降雨量が多く観測された平成
16
年
10
月
20
日および
12
月
5
日前後の水位と降雨量の関係を図
 4.6
および図
 4.7
に示す。
 
○水位ピーク：ＢＷ
-01
はＢＷ
-02
と比較して鋭敏に現れれるものの、水位上昇は低い。
                               
図
 4.6 
降雨量と水位
 10/19(
上段
BW-01
、下段
BW-02
）
      
○水位の収束：ＢＷ
-02
はＢＷ
-01
と比較して緩やかに収束していく。
                               
図
 4.7 
降雨量と水位
 12/5(
上段
BW-01
、下段
BW-02
）
010203040502004/10/19 0:002004/10/19 6:002004/10/19 12:002004/10/19 18:002004/10/20 0:002004/10/20 6:002004/10/20 12:002004/10/20 18:002004/10/21 0:002004/10/21 6:002004/10/21 12:002004/10/21 18:002004/10/22 0:002004/10/22 6:002004/1
0/22 12:002004/10/22 18:002004/10/23 0:002004/10/23 6:002004/10/23 12:002004/10/23 18:00
時間雨量
(mm/
時
)52.0052.0552.1052.1552.2052.2552.3052.3552.40
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m)
総雨量：
192
㎜水位上昇：
150
㎜
010203040502004/10/19 0:002004/10/19 6:002004/10/19 12:002004/10/19 18:002004/10/20 0:002004/10/20 6:002004/10/20 12:002004/10/20 18:002004/10/21 0:002004/10/21 6:002004/10/21 12:002004/10/21 18:002004/10/22 0:002004/10/22 6:002004/10/22 12:002004/1
0/22 18:002004/10/23 0:002004/10/23 6:002004/10/23 12:002004/10/23 18:00
時間雨量
(mm/
時
)57.0057.0557.1057.1557.2057.2557.3057.3557.40
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m)
水位上昇：
200
㎜総雨量：
192mm010203040502004/12/4 0:002004/12/4 6:002004/12/4 12:002004/12/4 18:002004/12/5 0:002004/12/5 6:002004/12/5 12:002004/12/5 18:002004/12/6 0:002004/12/6 6:002004/12/6 12:002004/12/6 18:002004/12/7 0:002004/12/7 6:002004/12/7 
12:002004/12/7 18:002004/12/8 0:002004/12/8 6:002004/12/8 12:002004/12/8 18:00
時間雨量
(mm/
時
)52.0052.0552.1052.1552.2052.2552.30
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m)
総雨量：
83.5
㎜水位上昇：
240
㎜
010203040502004/12/4 0:002004/12/4 6:002004/12/4 12:002004/12/4 18:002004/12/5 0:002004/12/5 6:002004/12/5 12:002004/12/5 18:002004/12/6 0:002004/12/6 6:002004/12/6 12:002004/12/6 18:002004/12/7 0:002004/12/7 6:002004/12/7 12:002004/12/7 18:002004/1
2/8 0:002004/12/8 6:002004/12/8 12:002004/12/8 18:00
時間雨量
(mm/
時
)56.9056.9557.0057.0557.1057.1557.2057.2557.30
標高水位
(m)
雨量
(mm/h)
水位
(m)
総雨量：
83.5mm
水位上昇：
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③電気伝導率・水温
  
観測結果を表
 4.11
、表
 4.12
および図
 4.8
に示す
(
観測記録は資料編に添付する
)
。
  
表
 4.11 
観測結果の総括
(BW-01) BW-01 EC(mS/m) 
水温
(
℃
) 
最高値
 149 18.3 
最小値
 110 16.2 
平均値
 127 17.3  
表
 4.12 
観測結果の総括
(BW-02) BW-02 EC(mS/m) 
水温
(
℃
) 
最高値
 146 20.0 
最小値
 100 15.8 
平均値
 130 18.4  
○ＢＷ
-01 
・電気伝導率
 
地下水試料採取、データ回収にともなうセンサーの引き上げにともない伝導率が変化している。
 2
月中旬以降は、
130mS/m
前後で安定している。
 
・水温
 
調査期間中ほぼ安定している。
  
○ＢＷ
-02 
・電気伝導率
 
観測初期は、
140mS/m
程度であったが、
2
月以降低下し、
3
月以降
120mS/m
程度で安定している。
 
・水温
 
調査期間中ほぼ安定しているが、降雨後若干変動が確認された。
                                             
図
 4.8 
降雨量と電気伝導率（上段
BW-01
、下段
BW-02)   010203040502004/10/12004/10/162004/10/312004/11/152004/11/302004/12/152004/12/302005/1/142005/1/292005/2/132005/2/282005/3/152005/3/30
雨量
(mm/h)
、水温
(
℃
)050100150200EC(mS/m)
雨量
(mm/h)EC(mS/m)
水温
(
℃
)010203040502004/10/12004/10/162004/10/312004/11/152004/11/302004/12/152004/12/302005/1/142005/1/292005/2/132005/2/282005/3/152005/3/30
雨量
(mm/h)
、水温
(
℃
)050100150200
ＥＣ
(mS/m)
雨量
(mm/h)EC(mS/m)
水温
(
℃
)
センサ引き上げ
 
試料採取による採水



 205. 
浸出水調査
  
不法投棄現場内において浸出する水の水質を把握する目的で、水質調査を実施した。
  5.1 
調査対象
 
浸出水調査は、場内
5
箇所において実施した。調査対象の概要を図
 5.1
に示す。
  1) 
調査実施日
  
調査の実施日を表
 5.1
に示す。
 
表
 5.1 
浸出水調査実施日
 
対象
 1
回目
 2
回目
 
浸出水№
1 
平成
16
年
10
月
6
日
 
平成
16
年
11
月
13
日
 
浸出水№
2 
平成
16
年
10
月
6
日
 
平成
16
年
11
月
13
日
 
浸出水№
3 
平成
16
年
10
月
12
日
 
平成
16
年
11
月
13
日
 
浸出水№
4 
平成
16
年
11
月
12
日
 
平成
17
年
2
月
9
日
 
浸出水№
5 
平成
16
年
11
月
12
日
 
平成
16
年
12
月
17
日
 2) 
採取方法
  
浸出水の採水は、バケツおよび柄杓により採取を行った。
  3) 
分析方法
  
分析項目および分析方法を表
 5.2
に示す。
  
表
 5.2 
分析項目および分析方法
 
項目浸出水分析方法項目浸出水分析方法
1
カドミウム○
JISK0102
（以下規格という）
55.228
水素イオン濃度○規格
12.12
シアン○規格
38.1.2
後
 
規格
38.329
化学的酸素要求量△規格
173
有機リン△環境庁告示
64
号　付表
 130
浮遊物質量△環境庁告示
59
号
 
付表
 84
鉛○規格
54.231ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）○下水
 2.2.405
六価クロム○規格
65.2.132ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）○下水
 2.2.406
砒素○規格
61.233
フェノール○規格
28.1.1
後
 
規格
28.1.27
総水銀○環境庁告示
59
号
 
付表
 134
銅○規格
52.28
アルキル水銀○環境庁告示
59
号
 
付表
 235
亜鉛○規格
53.19
ポリ塩化ビフェニル○環境庁告示
59
号
 
付表
 336
溶解性鉄○規格
57.210
ジクロロメタン○
JIS K0125 5.237
溶解性マンガン○規格
56.211
四塩化炭素○
JIS K0125 5.238
全クロム△規格
65.1.2121,2-
ジクロロエタン○
JIS K0125 5.239
全窒素△規格
45.2131,1-
ジクロロエチレン○
JIS K0125 5.240
全リン△規格
46.3.114
シス
-1,2-
ジクロロエチレン○
JIS K0125 5.241
電気伝導率○規格
13151,1,1-
トリクロロエタン○
JIS K0125 5.242
塩化物イオン○規格
35.3161,1,2-
トリクロロエタン○
JIS K0125 5.243
全有機体炭素量△規格
22.117
トリクロロエチレン○
JIS K0125 5.244
溶存酸素○規格
32.118
テトラクロロエチレン○
JIS K0125 5.245
酸化還元電位○
ORP
電極法
191,3-
ジクロロプロペン○
JIS K0125 5.246
重炭酸イオン○衛生試験法
4.2.5.3)(3)20
チウラム○環境庁告示
59
号
 
付表
 447
硫酸イオン○規格
41.321
シマジン○環境庁告示
59
号
 
付表
 5 
第
148
ナトリウムイオン○河川水試
39.322
チオベンカルブ○環境庁告示
59
号
 
付表
 5 
第
149
カリウムイオン○河川水試
40.323
ベンゼン○
JIS K0125 5.250
カルシウムイオン○河川水試
41.324
セレン○規格
67.251
マグネシウムイオン○河川水試
42.325
硝酸性および亜硝酸性窒素○
NO3-N 
は規格
43.2.5NO2-N 
は規格
43.1.152
アンモニウムイオン○規格
42.253
亜硝酸イオン○規格
43.1.154
硝酸イオン○規格
43.2.527
ホウ素○規格
47.355
ダイオキシン類○
JIS K0312(1999)
＊：△は
11
月以降追加された分析項目であることを示す。生活環境項目その他
26
フッ素○環境庁告示
59
号
 
付表
 6
、規格
34.1
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降雨時における表面水の流れ
 
浸出水調査地点
 
浸出水№１
 
浸出水№
2 
浸出水№
3 
浸出水№
4 
浸出水№
5 
窪地
                  
図
 5.1 
浸出水水質調査位置図
 
浸出水№
1 
○最上部西側法面からの浸出水
 
○流量は極僅かである。降雨後、数日間でたまり水となる
 
○降雨時は地表水として最上部から窪地まで流下している
 
浸出水№
2 
○焼却炉南側の法面からの浸出水
 
○法面から滴下している状況で、流量は極僅かである
 
○天候に関係なく常時滴下し、法尻で廃棄物中に浸透している
 
浸出水№
3 
○最上部から移動した廃棄物前面からの浸出水
 
○常時流量は僅かであり、常にたまり水となっている
 
○降雨時は、地表水として調整池や東沢へ流入している
 
浸出水№
4 
○北側の基盤岩破砕帯からの浸出水
 
○上方の窪地からの浸透水であると思われ、常時流下している
 
○地表水は、事務所前の水路から調整池に流下している
 
浸出水№
5 
○場内中央部の切土法面破砕帯からの浸出水
 
○破砕帯からの浸出水で、常時流下している
 
○降雨時は、トロンメル
(
選別機
)
周辺の地表水とともに西側の沢筋へ流下している
 
浸出水№１
 
浸出水№
4 
浸出水№
3 
浸出水№
5 
浸出水№



 225.2 
水質調査結果
  
分析の結果を表
 5.3
に示す。
  
表
 5.3 
浸出水水質分析結果一覧
   
参考値定量下限値採取日
--10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
12
日
11
月
13
日時刻
--14:0013:3011:1510:0010:0011:00
水温
--30.518.535.412.529.321.0
気温
--26.411.823.814.124.016.5
透視度
--6942958
カドミウム
0.10.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満シアン
10.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満有機リン
10.1-0.1
未満
-0.1
未満
-0.1
未満鉛
0.10.0050.0050.0080.0050.0080.0100.009
六価クロム
0.50.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満砒素
0.10.0050.0480.0180.0110.0090.0170.008
総水銀
0.0050.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
±Ù·Ù
水銀検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出不検出不検出ポリ塩化ビフェニル
0.0030.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満ジクロロメタン
0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満四塩化炭素
0.020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÀÝ0.040.00040.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
1,1-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
¼½-1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.40.0040.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
1,1,1-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝ30.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
1,1,2-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝ0.060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
ÄØ¸ÛÛ´ÁÚÝ0.30.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
ÃÄ×¸ÛÛ´ÁÚÝ0.10.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
1,3-¼Þ¸ÛÛÌßÛÍßÝ0.020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満チウラム
0.060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満シマジン
0.030.00030.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満チオベンカルブ
0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満ベンゼン
0.10.0010.001
未満
0.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満セレン
0.10.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満硝酸性および亜硝酸性窒素
100-0.6
未満
0.6
未満
3.5180.6
未満
0.6
未満フッ素
80.050.250.510.630.620.750.98
ホウ素
100.051.51.82.92.42.32.1
水素イオン濃度
5.8
以上
8.6
以下
0.17.2/24.97.3/16.28.0/26.08.1/16.17.6/20.77.7/15.8
化学的酸素要求量
160(
日平均
120
）
0.5-110-120-130
浮遊物質量
200(
日平均
150
）
1-38-61-23ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
50.52.20.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
300.51.70.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満フェノール
50.0050.410.100.0100.0060.0110.005
銅
30.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.020.010.01
亜鉛
50.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.020.040.03
溶解性鉄
100.010.512.80.220.231.40.94
溶解性マンガン
100.015.05.30.510.291.41.0
全クロム
20.01-0.01
未満
-0.01
未満
-0.01
未満全窒素
120(
日平均
60
）
0.05-28-52-32
全リン
16(
日平均
8
）
0.003-0.50-0.22-0.49
電気伝導率
-0.1270240280240340300
塩化物イオン
-0.2120100180150190130
全有機体炭素量
---86-99-120
溶存酸素
-0.50.5
未満
6.98.98.21.18.8
酸化還元電位
---3207-7665419
重炭酸イオン
-116001500740510530450
硫酸イオン
-0.212011062064016001500
ナトリウムイオン
-0.19591180160130110
カリウムイオン
-0.15351110897366
カルシウムイオン
-0.1430340270280700610
マグネシウムイオン
-0.1606037365247
アンモニウムイオン
-0.14.32715351728
亜硝酸イオン
-0.10.1
未満
0.1
未満
2.7120.1
未満
0.3
硝酸イオン
--3
未満
3
未満
12643
未満
3
未満＊不検出は定量下限値未満であることを示す。＊参考値：排水基準を定める総理府令に基づく排水基準＜ダイオキシン類分析結果＞参考値採取日
-10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
12
日
11
月
13
日時刻
-14:00
～
15:0013:30
～
15:009:00
～
11:0010:00
～
15:4010:00
～
11:0011:00
～
11:55
水温
-30.518.535.412.529.321.0
気温
-26.411.823.814.124.016.5
透視度
-6942958
毒性等量
100.650.267.02.62.00.63
＊参考値：ダイオキシン類対策特別措置法に定める水質排出基準浸出水
No.1
浸出水
No.2
浸出水
No.3
浸出水
No.1
浸出水
No.2
浸出水
No.3
単位
11
月
12
日
2
月
9
日
11
月
12
日
12
月
17
日
-14:5013:3014:1010:00-18.47.517.010.6
℃
19.27.018.15.5
℃
50
以上
50
以上
3550
以上度
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
mg/l0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
mg/l0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
mg/l0.0060.005
未満
0.0070.005
未満
mg/l0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
mg/l0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
mg/l0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l
不検出不検出不検出不検出
mg/l0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
mg/l0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
mg/l0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
mg/l0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
mg/l0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
mg/l0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
mg/l0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
mg/l0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
mg/l0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
mg/l0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
mg/l0.1
未満
0.1
未満
0.90.8mg/l0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.10mg/l0.05
未満
0.05
未満
0.120.21mg/l7.1/18.77.6/14.46.6/18.76.5/15.6 /
℃
2.12.25.06.6mg/l6862433mg/l0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/l0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/l0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.009mg/l0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
mg/l0.020.010.040.04mg/l0.080.030.050.06mg/l0.600.390.120.11mg/l0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
mg/l0.110.151.20.99mg/l0.0520.0300.0580.005mg/l19244772mS/m4.13.52469mg/l0.90.82.95.8mg/l9.9116.97.7mg/l120170140100mV508099130mg/l4655110180mg/l4.14.12040mg/l0.60.73.85.5mg/l21315480mg/l7.49.71323mg/l0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
mg/l0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
mg/l0.3
未満
0.3
未満
4.03.6mg/l
単位
11
月
12
日
2
月
9
日
11
月
12
日
12
月
17
日
-14:50
～
16:2013:30
～
16:5014:10
～
14:5010:00
～
10:30-18.47.517.010.6
℃
19.27.018.15.5
℃
50
以上
50
以上
3550
以上度
0.120.610.920.32pgTEQ/l
浸出水№
5
浸出水№
4
浸出水№
5
浸出水№



 231) 
判定基準
 
①健康項目
 
浸出水の水量は極僅かであり、原川の水質に与える影響はほとんどないと思われるが、そのほとんどが表流水として原川に流下することから「排水基準を定める総理府令に基づく排水基準」に基づき評価を行う。
  
②生活環境項目
  
上記と同様に、「排水基準を定める総理府令に基づく排水基準」に基づき評価を行う。
  
③ダイオキシン類
  
上記と同様に、「ダイオキシン類対策特別措置法に定める水質排出基準」に基づき評価を行う。
  2) 
評価
 
①健康項目
 
いずれも参考値である排水基準に適合する結果となった。しかし、砒素、鉛が廃棄物直近から浸出する箇所（№
1
、№
2
、№
3
）で確認された。また、ベンゼンが最上部の№
1
で確認されている。定量下限値を超えて確認された項目を表
 5.4
に示す。
 
表
 5.4 
定量下限値を超えた健康項目
  
②生活項目
  
いずれも参考値である排水基準に適合する結果となった。しかし、廃棄物直近から浸出する箇所（№
1
、№
2
、№
3
）で
COD
が高い値で確認された。定量下限値を超えて確認された項目を表
 5.5
に示す。
  
表
 5.5 
定量下限値を超えた生活環境項目
  
③ダイオキシン類
 
いずれも参考値である排水基準に適合する結果となった。
 
ダイオキシン濃度の最高値は、場内中段に当たる№
2
で
7.0pgTEQ/l
（
10
月
6
日）であった。
 
④その他の項目
 
分析の結果より、
COD
と
TOC
、各態の窒素の割合を図
 5.2
に示す。
  
廃棄物直近から浸出する№
1
から№
3
では、
COD
、
TOC
の値が高く、場内下段の南側の山際の№
5
では全窒素、
COD
、
TOC
のすべてが他の地点に比べ低い値となっている。
  
窒素の内訳として、№
1
、№
2
、№
3
では
NH4-N
が高い結果となった。
   
図
 5.2 COD,TOC
と各態窒素の割合
 
（データは浸出水№
1
～
3
、及び№
5
の
11
月
12
日、
13
日採水分、№
4
は
T-N
が低いため除いた）
  COD,TOC
と各態窒素割合
0%20%40%60%80%100%
浸出水№
1
浸出水№
2
浸出水№
3
浸出水№
5
各態窒素
(%)020406080100120140COD,TOC(mg/l)NO2-NNO3-NNH4-NO-NCODTOCT-N
：
28mg/L  52mg/L  32mg/L  1.2mg/L 
参考値定量下限値単位採取日
--10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
12
日
11
月
13
日
11
月
12
日
2
月
9
日
11
月
12
日
12
月
17
日
-
鉛
0.10.0050.0050.0080.0050.0080.0100.0090.0060.005
未満
0.0070.005
未満
mg/l
砒素
0.10.0050.0480.0180.0110.0090.0170.0080.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
mg/l
ベンゼン
0.10.0010.001
未満
0.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
mg/l
硝酸性および亜硝酸性窒素
100-0.6
未満
0.6
未満
3.5180.6
未満
0.6
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.90.8mg/l
フッ素
80.050.250.510.630.620.750.980.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.10mg/l
ホウ素
100.051.51.82.92.42.32.10.05
未満
0.05
未満
0.120.21mg/l
浸出水№
5
浸出水
No.1
浸出水
No.2
浸出水
No.3
浸出水№
4
参考値定量下限値単位採取日
--10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
6
日
11
月
13
日
10
月
12
日
11
月
13
日
11
月
12
日
2
月
9
日
11
月
12
日
12
月
17
日
-
水素イオン濃度
5.8
以上
8.6
以下
0.17.2/24.97.3/16.28.0/26.08.1/16.17.6/20.77.7/15.87.1/18.77.6/14.46.6/18.76.5/15.6 /
℃化学的酸素要求量
160(
日平均
120
）
0.5-110-120-1302.12.25.06.6mg/l
浮遊物質量
200(
日平均
150
）
1-38-61-236862433mg/lÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
50.52.20.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/lÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
300.51.70.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
mg/l
フェノール
50.0050.410.100.0100.0060.0110.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.009mg/l
銅
30.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.020.010.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
mg/l
亜鉛
50.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.020.040.030.020.010.040.04mg/l
溶解性鉄
100.010.512.80.220.231.40.940.080.030.050.06mg/l
溶解性マンガン
100.015.05.30.510.291.41.00.600.390.120.11mg/l
全窒素
120(
日平均
60
）
0.05-28-52-320.110.151.20.99mg/l
全リン
16(
日平均
8
）
0.003-0.50-0.22-0.490.0520.0300.0580.005mg/l
浸出水
No.1
浸出水
No.2
浸出水
No.3
浸出水№
4
浸出水№




